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８．RIKAKU of Practical Model（実用モデルとしての離隔）では、ミニマムモデルから得られた複合的
な〈離隔〉の可能性の解題とともに、実施設計での建築空間内における同様の探求を通じて、実用モ
デルを制作した。ここでは、６のミニマムモデルとは異なり、よりピュアな〈離隔〉の論理をそのモ
デルに落し込むことで、〈離隔〉はアブストラクトな手法論からプラクティカルな手法論という実像を
得ることができた。 
 人は、空間の構成により感覚の条件が制限される程、互いに強く引きつけられる。空間の構成で同じ
空間内にいる人同士に空間的斥力を与えることで、人同士の意識上に強い引力をもたらす。この建築論
は、その空間的斥力をもたらす構成を理論化したのである。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 申請者の論文である『離隔論』は、「感覚に何らかの制約を与えて、あるふたりを互いに隔てたり、引
き離したりすること」と定義された「離隔」という概念を用いて、建築設計のための視点と手法を構築
しようとしたものである。 
 研究論文は以下の５段階から構成されている。まず第１段階では、隔離とは異なる離隔という概念を
提示すると同時に、そこから空間操作に至る全体の枠組を提示している（第０章）。続く第２段階は、離
隔という概念を実現するための建築的な基本空間モデルを５つ提示するものである。この５つの基本空
間モデルは、主に建築素材と空間の形状という観点によって作成されたもので、それぞれ１距離での離
隔・２透明な壁での離隔・３不透明な壁での離隔・４開口部での離隔・５高さでの離隔と名付けられ、
それぞれが人間の五感と距離感に与える効果を記述している（第１～５章）。第３段階では、こうした提
示された５つの基本空間モデルを１つに統合して建築化しようとするものである。ここでは、「ミニマム
モデル」と名付けられた作品を通じて統合の手法が示されると同時に、制作の中途で自らの作品を客観
化して解題する試みも行われている（第６章）。続く第４段階は、これまでの流れから一度離れ、実際の
建築設計の中に離隔という視点を持ち込み、実現したものである（第７章）。最後の第５段階は、第４段
階で実現した実空間から得られた経験を踏まえて、既に示したミニマムモデルにさらに設計条件を与え
て、離隔という概念によって得られる知見を最も純粋に表現する建築空間を提示しようとしたものであ 
  
る（第８章）。 
 このように、申請者の論文は、概念から基本モデル、その複合化と建築化というプロセスを明快に示
したものである。明快でありつつも、論理構造の各段階で効果の確認と自己検証が行われており、有効
性のある空間設計の手法を提示したものとして十分に独自性をもっている。したがって、本学大学院の
博士学位を得る資質を十分に有する論文として評価したい。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 近代建築はそれまでの様式主義の建築に対して、機能と目的を軸に組織化することで新しい建築をつ
くろうとしてきた。しかし、やがてそれだけでは十分な建築はつくれないことに気がつく。それ以降今
日に至るまで、一義的な機能や目的だけでは説明できない建築空間をどう捕らえるかが、テーマであり
続けている。それは様々な感覚の複合体である人間と建築の関係の問題である。 
 「離隔論」はこの現代のテーマに真っ直ぐ取り組んだ意欲的な研究として高く評価できる。 
 その視点はユニークで、人と人のコミュニケーションの関係を、単に同じ場所に居るか居ないか、壁
で仕切られているのか壁がないのか、つまり単純な「オン、オフ」の状態ではないところで捕らえよう
としている。ここに提出された「離隔」という概念はきわめて興味深い。「離隔」という概念は、研究が
「住まい」の空間のデザインを念頭に行われるとき、極めて有効に働く。つまりよく知っている者同士
が同化しようとするベクトルと、別の処に居たいという反対のベクトルを「住まい」そのものが元々も
っているからだ。このことが「離隔」という概念が、人と人とのコミュニケーションの関係を、空間そ
のものによって表せることを示している。 
 「離隔による５つの空間手法」は、具体的にそれぞれの人の居場所の離隔、つまり切り離しの状態を
５つの住宅の空間タイプのモデルを示したものであるが、そこには単なるタイプの提示を越えて、極め
て創造的な空間が提示されている。私たちがこれまで知らなかったユニークな空間の体験を想像させる。
それは極めて刺激的であり、多くのイマジネーションを派生させる力をもっている。 
 さらに５つの手法を全て組み込んだ「ミニマムモデルの離隔」のデザインも、この空間手法がその魅
力を減ずることなく複合化できることを立証する重要な提示である。 
 そして、最終的には具体的な２つの応用例に収斂されている。「実空間での離隔」での実際に設計した
住宅での試みでは、用意周到にいくつかの「離隔による空間手法」を具体的に組み込んだ例を示してい
る。また「リカクノプラクティカルモデル」は、この手法を使って獲得できる極めて前衛的で魅力的な
住宅の提案である。この二つの例によって、「離隔による空間手法」が極めて汎用性の高いものであるこ
とと、これからの家族の新しいコミュニケーションを切り開く先進的なものであることを示している。 
 全体に、作品のデザインのレベルは極めて高く、全体の論もうまく構成されている。両者が分かちが
たく一体化されていることがこの作品を知的で魅力的なものにしている。 
 以上博士学位論文の作品として高く評価するものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 「離隔論」は、出発点において、建築の設計にありがちな「合目的に偏った空間構成への疑問符」と
して興味深いものであった。申請者は多摩美術大学学部時代、「居間のない家」という、「モダンリビン
グ」の言葉に象徴される、「近代家族のコミュニケーションの場としての居間」を無くした家のあり方を
問う競技設計に応募している。申請者のアイデアは、居間を下階へ吹き抜ける虚の空間とし、そこへ家
族が意識を向けることで団欒といったコミュニケーションの具体的な行為に代替させていた。つまり、
合目的な引力の代わりに、反目的な斥力を働かせることで効果を直接に意識へ働きかけるものとした。 
  
 こうした斥力と意識との関係は、本来、遠距離恋愛に似て極めて情緒的なものといえる。恋人、ある
いは家族の、相思の人間関係がなければ距離や壁は単なる隔離装置に過ぎない。吹き抜けも、同じ水平
の位相の関係においては離隔装置といえるが、垂直の位相においては合目的のコミュニケーションの手
段である。透明や半透明のガラス壁、あるいは吹き放たれた欄間や地窓などは、視覚あるいは聴覚を欠
落させながら、空間の分節と合目的のコミュニケーションをバランスよく両立させる装置、手段として
建築に普遍的に登場する。これらを斥力的な空間構成が引力的な意識を働かせる関係とみるのは単なる
解釈の違いに過ぎないといえる。 
 申請者は博士前期課程において、相思の人間関係を男女二人に限定し、同じ水平の位相のなかで床高
の変化や２枚の壁と開口の関係によって、内部に持ち込まれた街路といった感覚の中間領域的な空間の
設定などで「離隔」の関係のモデル化を試み続けた。そして、SDレビュー展に２年連続して入選の成果
を得ている。博士課程後期においては、より抽象化された中間領域的な空間を、上下異なる位相でサン
ドイッチし、「離隔」のモデル化のスタディを進めた。しかし、それらの中間領域は、いかにも装置的で
あり、記号的ですらあった。ところが、申請者はその後、３年間のインターン的実務経験のなかで、家
族、敷地等特定の設計条件の実施作品のなかに「離隔」の関係性を試みる機会を得た。この経験は申請
者に、空間の分節のもつ意識的、あるいは合目的なコミュニケ―ションという両義性と、そのベクトル
を意識へ向ける明解な設計手法の必要を改めて認識させ問うている。 
 ところが、再び男女二人の関係に戻した「プリンシパルモデル」では中間領域を共有空間化させたが
手法の明確化には遠く、次の「ミニマムモデル」において中間領域に代わるズレを試みようやく有効性
を見出し、さらに、実施作品と同一条件による「プラクティカルモデル」においてそれを実証している。 
 よって、本学大学院の博士学位を得る資質を十分に有する論文として評価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
